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【手続補正書】
【提出日】平成28年9月5日(2016.9.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　特許文献１には、障子と、障子を開閉自在に保持する枠とを備えたサッシが開示されて
いる。
　この特許文献１のサッシでは、框の見込み面と、框に対向する枠の見込み面との両方に
、火災の熱により膨張する熱膨張耐火材を設けて、火災時に框と枠との間を塞ぐことが開
示されている。
　特許文献２には、下枠が中空部を有すると共に下枠には中空部内の水を排水する排水穴
が形成してあるサッシが開示されている。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００３】
【特許文献１】特開平８－１５８７４３号公報
【特許文献２】特開平１１－１０７６４８号公報
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　しかし、特許文献１の技術では、框に設けた熱膨張耐火材は面をサッシの外周側に向け
ており、枠に設けた熱膨張耐火材は面をサッシの内周側に向けているので、火災時にサッ
シの室外側の熱を受け難い為、火災発生から熱膨張耐火材が膨張して枠と障子との間を塞
ぐまでに時間がかかるおそれがある。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　そこで、本発明は、火災発生時に熱膨張耐火材が早期に膨張して障子と枠との間を塞ぐ
ことができるサッシの提供を目的とする。
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